
第１ はじめに 第３ 屋外施設活用の取組の方向性

２ 運営上の工夫・改善

• 指定管理者への働きかけ
• 指定管理者公募時の募集基準・業務内容等見直し
• 必要に応じて、広報等の側面的支援

１ 札幌市保養センター駒岡の概要

第２ 屋外施設活用の視点

 『札幌市保養センター駒岡の活用に係る基本方針』

（平成25年９月策定）

担うべき役割を果たすための取組
• 超高齢社会における保養機能の充実・強化
• 高齢者・障がい者の活躍の場の提供
• コミュニティ醸成機能の維持・強化
存続にあたっての課題への対応
• 効果的・効率的な市民への周知
• 維持運営コストの縮減
• 適正な利用料の検討

１ 解決すべき課題

• 施設の魅力低下
• 施設の認知不足 沿革

S61   高齢者の低廉で健全な保健休養の場として設置

H22.6 行政評価（事業仕分け）にて「不要（廃止）」

の評価

H23.1～H24.12 第三者委員会にて施設のあり方の検討

H25.9 『札幌市保養センター駒岡の活用に係る基本方

針』策定し施設存続の方向性が決定

H26.9 豪雨により屋外ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場・ﾊﾟｯﾄｺﾞﾙﾌ場陥没

H27.6～H28.3 施設建物の大規模修繕

H28.4 運営再開（屋外ﾊﾟｰｸ・ﾊﾟｯﾄは休止中）

２ 目指すべき将来像
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札幌市保養センター駒岡屋外施設活用方針（概要版）

２ 方針策定の趣旨

１ 屋外施設の整備・充実

 屋外ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場・ﾊﾟｯﾄｺﾞﾙﾌ場

• 復旧工事の上、敷地全体を散策や軽い運動に適した空間として活用
• 屋外ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場は、初心者や高齢者・障がい者等に配慮して再整備

 熱帯植物館・屋内ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場跡地を含む屋外施設全域

市民参加の手法を取り入れるとともに、修繕や工事の際に改良を

加えるなど、多様な手法により少しずつ充実・強化を図る

 課題

• 屋外ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の陥没の対応（H26.9の豪雨による）

• 解体した熱帯植物館・屋内ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の跡地の活用

（『札幌市保養ｾﾝﾀｰ駒岡の活用に係る基本方針』で後

日検討とする）

 市民意見の聴取

H28.8～ 札幌市保養ｾﾝﾀｰ駒岡屋外施設活用検討委員会

（有識者会議、H29.2まで４回）

H28.9～ ｱﾝｹｰﾄ（①施設利用者向け ②無作為抽出）

H28.12 ワークショップ（40名参加）

 方針の策定

札幌市の取組の

方向性をまとめる

 市民とともに発展する道筋づくり

経営資源が限られる中での利用者や地域住民の期待に応えて

いくため、市民との協働を図る

 利用内容の充実

 市民参加の促進

• ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾒﾆｭｰの充実などによる積極的な市民参画の受入
• 意欲ある市民の応援団化（対話、継続的な参画）
• 様々な協力活動を受け入れる仕組み、ルールの整備

 広報活動の強化・改善

• 対象者に応じて利用できる媒体の拡大
• 多様な団体とのネットワーク構築・活用
• 手法の工夫（楽しそうな写真の活用など）

 ソフトウェア面での魅力づくり

• 多様な選択肢から、利用者ニーズに合致する新たな取組の
試行

• 各種専門家や学校等とのネットワークの構築
• 冬季間の活用のための情報収集と可能性の探索
• 継続的な利用者の拡大につながるプログラムの提供

【参考：巻末資料４】施設利用者へのアンケート調査（回答数315件）
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15.6% パークゴルフを楽しみたい

パットゴルフを楽しみたい

どちらともしたいと思わない

無回答

【設問】以前のように保養センター駒岡でパークゴルフやパットゴルフを楽し

みたいと思いますか？
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充実の方向性

施設全体の効果的な活用

• 施設全体、滞在時間全体での魅力づくり
（屋外の活動と屋内の活動を組み合わせるなど）

多様な利用者に応じた魅力的な「時間の過ごし方」の充実

• 高齢者、障がい者とその家族の過ごし方の充実
• 同行する子どもや、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに取り組む若者が高齢者等と
交流できるﾒﾆｭｰなども盛り込む

想定される利用イメージ（例示）

利用者層

• 主たる利用者
高齢者・障がい者と

その介助者（家族）

• 周辺的な利用者
家族連れ、若者 など

利用単位

• 個人・家族
• 友人・知人など小集団
• 町内会、老人クラブ
• サークル・各種団体
• 学校・施設 など

施設内での時間の過ごし方

 保健・休養

• 散策（散歩・庭園散策など）
• 健康づくり（ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ、ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ﾗﾝﾆﾝｸﾞ、体操・介
護予防講座、健康づくりｻｰｸﾙなど）

• 福祉意識醸成（車椅子体験、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験など）

 高齢者・障がい者等の活躍の場の提供

• 昔遊びの伝承（かるた、けん玉、お手玉など）
• 技や知恵の伝承（農業、陶芸、手芸、手品など）

 コミュニティの醸成

• 遊び・楽しみ（花壇づくり、ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞ体験、ﾎﾞｰﾙ遊
び、麻雀、カラオケなど）

• 団欒（花見、食事、ｼﾞﾝｷﾞｽｶﾝ・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰなど）
• イベント（朝市、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ、交流会など）


